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答
（
市
長
）�

　

遠
野
市
の
水
道
料
金

は
、
平
成
12
年
か
ら
変
わ

っ
て
い
な
い
の
も
大
き
な

課
題
で
あ
る
。

　

令
和
４
年
10
月
に
有
識

者
と
市
民
代
表
者
か
ら
意

見
を
聞
く
諮
問
機
関
を
設

置
し
た
。
そ
の
意
見
を
伺

い
、
問
題
の
先
送
り
は
せ

ず
解
決
策
を
見
出
す
。

問�

　
水
道
管
は
、
既
に
法
定

耐
用
年
数
を
経
過
し
て
い

る
も
の
が
多
く
存
在
す

る
。
更
に
、
管
路
の
更
新

が
老
朽
化
に
追
い
つ
い
て

い
な
い
現
状
認
識
は
。

答
（
市
長
）�

　

法
定
耐
用
年
数
は
40
年

で
あ
る
。
最
近
、
立
て
続

け
に
水
道
管
破
裂
が
続

き
、
令
和
６
年
度
以
降
は

何
処
が
壊
れ
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
に
あ
る
。
ま

た
、
高
額
な
予
算
措
置
も

必
要
に
な
る
。

問�

　
事
業
運
営
の
収
支
状
況

は
、
一
般
会
計
か
ら
年
３

億
６
千
万
円
の
繰
り
入
れ

に
よ
り
黒
字
を
維
持
し
て

い
る
。
今
後
、
人
口
減
少

に
よ
る
利
用
料
金
の
減
収

や
、
設
備
更
新
に
係
る
膨

大
な
費
用
発
生
等
に
よ
り

大
幅
な
赤
字
が
見
込
ま
れ

る
。
解
決
策
と
し
て
、
安

易
な
料
金
値
上
げ
は
市
民

生
活
を
脅
か
す
こ
と
に
な

る
の
で
慎
重
な
検
討
を
望

む
。

市
長	

今
後
の
大
き
な
検
討
課
題

佐々木 大三郎 議員

水
道
事
業
の
現
状
を

踏
ま
え
た
課
題
認
識
は

小中学校教員の
　長時間労働の改善対策は

一問一答方式

問�

　
最
近
の
各
報
道
機
関
発

表
に
よ
る
と
、
長
時
間
労

働
は
一
定
の
改
善
が
見
ら

れ
る
も
の
の
、
解
消
に
は

程
遠
い
現
実
が
浮
き
彫
り

に
さ
れ
て
い
る
。

　
市
内
の
残
業
時
間
と
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
状

況
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

令
和
２
年
度
に
勤
務
時

間
の
把
握
の
た
め
タ
イ
ム

レ
コ
ー
ダ
ー
を
導
入
。
令

和
３
年
度
に
「
教
職
員
の

働
き
方
改
革
推
進
会
議
」

を
設
置
、「
教
職
員
働
き

方
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

結
果
は
、
年
々
減
少
傾

向
に
あ
り
全
国
平
均
値
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
目
標
未
達
成
な

の
で
引
き
続
き
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

問�

　
教
職
員
を
服
務
監
督
す

る
立
場
に
あ
る
教
育
長

と
、
現
場
管
理
者
で
あ
る

校
長
の
判
断
・
方
針
に
よ

り
改
善
さ
れ
る
の
で
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

学
校
訪
問
を
行
い
、
現

場
の
声
を
確
認
し
な
が
ら

改
善
に
つ
な
げ
る
。

教育長 	 改善に向け鋭意取り組み中

問�

　
生
成
Ａ
Ｉ
と
い
わ
れ
る

人
工
頭
脳
、
対
話
型
チ
ャ

ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
急
速
に
普

及
し
て
い
る
が
、
こ
の
認

識
は
。

答
（
市
長
）�

　

便
利
だ
な
と
思
う
。
事

務
の
時
間
が
省
か
れ
、
も

っ
と
上
の
こ
と
を
考
え
る

時
間
が
で
き
る
。

問�

　
人
間
が
も
の
を
考
え
な

く
て
済
む
社
会
の
到
来
の

懸
念
と
危
険
性
の
見
解

は
。答

（
市
長
）�

　

使
う
人
や
使
い
方
に
よ

る
が
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ

を
ち
ゃ
ん
と
使
う
事
に
よ

っ
て
も
っ
と
高
度
な
こ
と

を
考
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
。

問�

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
導

入
や
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

に
向
け
た
対
応
は
。

答
（
市
長
）�

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
し
っ

か
り
や
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
整
理
し
機
械
に
使
わ
れ

る
の
で
は
な
く
、
使
う
側

の
仕
事
の
仕
方
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問�

　
市
役
所
も
窓
口
対
応
職

員
な
ど
人
員
の
大
幅
な
削

減
も
可
能
と
な
る
が
、
影

響
等
の
見
解
は
。

答
（
市
長
）�

　

職
員
は
今
で
も
ち
ょ
っ

と
足
り
な
い
。
定
員
の
削

減
に
は
即
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
は
な
い
。

問�

　
ま
す
ま
す
進
展
す
る
少

子
化
、
高
齢
化
、
人
口
減

少
の
現
状
認
識
は
。

答
（
市
長
）�

　

認
識
は
議
員
の
指
摘
と

一
緒
で
あ
る
。
持
続
可
能

な
将
来
像
を
描
く
た
め
に

全
く
新
し
い
視
点
で
、
思

い
切
っ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問�

　
市
長
選
挙
時
に
発
表
し

た
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の

公
約
の
進
捗
状
況
は
。

答
（
市
長
）�

　

公
約
は
政
策
実
現
の
た

め
に
計
画
と
な
り
、
事
業

と
な
っ
て
進
め
て
い
る
。

　

引
き
続
き
事
業
全
体
の

着
実
な
推
進
に
努
め
て
い

く
。問�

　
財
政
と
政
策
の
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
具
合
の
分
析

は
。答

（
市
長
）�

　

予
算
の
付
け
方
は
以
前

と
は
全
く
変
わ
っ
た
。
財

政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

も
と
、
規
律
を
堅
持
し
た

上
で
政
策
の
実
現
性
を
担

保
し
、
市
政
運
営
に
あ
た

っ
て
行
く
。

問�

　
き
ら
り
と
光
る
存
在
感

を
示
せ
る
本
市
の
あ
り
方

と
方
向
性
に
つ
い
て
は
。

答
（
市
長
）�

　

み
ん
な
で
一
緒
に
力
を

合
わ
せ
て
本
物
の
地
域
づ

く
り
、
本
物
の
社
会
づ
く

り
を
し
て
い
け
ば
光
る
と

思
う
。

市
長	

新
し
い
視
点
で
思
い
切
っ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
必
要

瀧本 孝一 議員

人
口
減
少
進
展
の
中
で

　
　

こ
れ
か
ら
の
遠
野
市
は

一問一答方式

生成ＡＩ社会で
　市政への活用や影響は
市長 	便利だが
	 　定員の削減には即つながらない

人
間
が
考
え
な
く
て
も

人
工
知
能
が
情
報
を
収

集
し
そ
れ
な
り
の
回
答

を
出
す
時
代
が
到
来
し

て
い
る

※ＡＩ＝Artificial�Intelligenceの略　人工知能
※�チャットＧＰＴ＝アメリカの企業が開発した人工
知能を使ったチャットサービスで、人間の質問
に対してまるで人間のように自然でクオリティ
の高い回答をする。

その他の質問
◦ 林業振興対策について
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  ((22))  資資金金のの確確保保  

   給水収益の予測値は、厚生労働省アセットマネジメント簡易支援ツールの

算定方法に準じて、遠野市人口ビジョンの将来予測人口の減少率を令和元年

度の実績値に乗じて算定しています。この方法により算定すると10年後の給

水収益は、令和３年度と比較して5,700万円ほど減少することになります。 

   また、当年度純利益は令和６年度に赤字に転じます。当分の間繰越利益剰

余金等で埋め合わせは可能ですが、黒字に回復するには、料金改定が必要と

なってきます。 

 

 
 

  ((33))  事事業業推推進進体体制制のの確確保保  

   水道事業は、令和２年４月１日現在で水道事業管理者、環境整備部長、上

下水道課長、課長補佐の下、事務系の水道業務係２名、技術系の上水道係４

名の体制となっています。日常の施設管理は元より、緊急時、災害対応にお

ける施設管理技術の継承及び今後の施設・管路の更新需要の増加に対応する

技術系職員の確保が課題となっています。 
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